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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
国際宇宙探査は３年前の第２回国際宇宙探査フォーラムが開催されたところから、大きく動き出しています。４０か国を超える政府高官や宇宙機関が東京に集まりました。
月・火星・その先の太陽系に探査活動が広く共有された目標であることが確認され、
東京宣言では意義が取りまとめられました。
人類の活動領域を拡大すること、新しい知識の獲得に加えて、経済発展の促進・ビジネスの機会の創出が共有されました。さらに、アポロ計画でもありましたように先端技術の開発、そしてＩＳＳのように国際平和への貢献、そして、教育、人材育成に貢献するものと識別されていました。
国際的にも意識を共有して進められております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
水色は宇宙基本計画記載項目から
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この提案に対して、日本として迅速に対応が進められました。米国政府の発表から半年後にには米国が主導するアルテミス計画、国際宇宙探査への参画について政府決定がされました。それを受けて、具体化が進み、昨年７月には、ゲートウエイと月面活動をまとめた日米月探査協力に関する共同宣言、１０月には月面活動のルール作りのアルテミス協定の合意、そして１２月にはゲートウエイの２国間協定に署名が行われ、迅速かつ着々と進んでいます。
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